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ポマトに憧れて

ナスの研究をしています

ジャガイモの専門家ではありません

ポマト（Poｍato）とは？
ジャガイモとトマトを細胞融合
残念ながら実もイモもダメ．．．
（1978年・・・高校生）

サイエンス／リスク
コミュニケーション



ジャガイモはトマトとの交雑で生まれた（今年7月のCellの論文）

野生のトマトの祖先が、Etuberosumと呼ばれる
ジャガイモのような植物と900万年前に自然交雑し
ていたことが分かった。どちらの植物も元々は、共通の
祖先となる植物から約1400万年前に枝分かれした
という。論文は、2025年7月31日付の科学誌Cell
に掲載された。（CNN）



ジャガイモとトマトの関係（どちらも南アメリカ原産）

ジャガイモ トマト

ジャガイモの染色体数は24（4倍体）
トマトは12本（2倍体）
（ナスも12本）

ジャガイモとトマトのゲノム（全遺伝子の配列）の類似性は92％ ヒトとチンパンジーのゲノムは15％違う
2025年4月のNature



少しまとめると

➢ ジャガイモとトマトの原種は同じ種から進化。

➢ ジャガイモとトマトのゲノムはとても似ている。

➢ ポマトは出来たが作物にはならなかった。

➢ ジャガイモの原種（イモを作らない）がトマト（の原種と）
と交雑してイモを作るジャガイモになった。

➢ 大地が織りなしたジャガイモの改良。

➢ ゲノムのダイナミックな変化で多様な作物ができる。



DNA（デオキシリボ核酸）、遺伝子、ゲノム

ゲノム 性質

ゲノムのダイナミックな変化
により生物の性質が変わる全体がゲノム



大地が織りなす（自然に起る）ゲノムの変化が新しい作物を作る



21世紀

選抜育種 交雑育種 変異誘発育種 遺伝子組換え ゲノム編集

従来育種

自然放射線 放射線／化学物質

新しい作物を作る＝育種（品種改良）方法の変遷



（多くの場合）他の生物の遺伝子

外来遺伝子を持つDNA

もとのDNA

外来遺伝子

遺伝子組換え

もともとある遺伝子が変異（従来育種でもゲノム編集でも）

従来育種 ゲノム編集

従来育種とゲノム編集、遺伝子組換え



DNAの二本鎖切断と変異の導入

非相同末端再結合
（NHEJ）

相同組換え
（HR）

変異が生じる
（ことがある）

放射線など（ランダム）

DNAの二本鎖切断

DNA修復機構は生物にもともと備わっている



DNAの特定の場所を切断するゲノム編集ツール

1996年：ZFN

2009年：TALEN

2012年：CRISPR/Cas9
（2020年ノーベル化学賞）

Cas9 gRNA

Fok1

Fok1

：人工DNA切断酵素

人工DNA切断酵素は特定
のDNA配列を切断できる

放射線などはランダム切断



従来育種によるゲノムの変化は運まかせ⇔ゲノム編集は狙って変えられる

もとの株

変異体A

変異体B

変異体C

変異体D

変異体E

変異体F

変異体G

変異体X
（欲しいもの）

変異体H

従来育種

変異体Y
（オフターゲットあり：滅多に起こらない）

・
・

ゲノム編集

この遺伝子を変えたい



従来育種

遺伝子の変化

その生物の
DNAの範囲内

外来遺伝子が入る

その生物の
DNAの範囲内

出来ないこと
ができる

方法

遺伝子組換え

ゲノム編集

技術の特徴

歴史がある
今も重要

効率よく狙った
遺伝子に変異

規制

特に無し

安全性審査

事前相談／届出

ゲノム編集の産物は従来育種の産物と結果的には同じ（効率は良いが）

ゲノム編集も場合によっては一度、ゲノムDNAに外来遺伝子が入る

従来育種と遺伝子組換え、ゲノム編集の比較



芽に毒を作らないジャガイモ

ジャガイモは芽にソラニンを作る

ソラニンは腹痛やえぐみの原因

ゲノム編集
ジャガイモ

普通の
ジャガイモ

ソラニン ソラニン

SSR2
SSR2遺伝
子の破壊



#19 ：SSR2
遺伝子を破壊
した植物

NT	 #19	 

資料提供：
大阪大学村中博士

ソラニンおよびチャコニンの量が劇的に減少



ジャガイモ（４倍体）にはゲノム編集は特に有効

４倍体なので全ての標的遺伝子に変異をいれるのは難しい。
栄養繫殖ということもあり、従来の方法ではほぼ不可能。

× ＝ ＋ ＋ ＋
二倍体

四倍体



ゲノム編集食品の取り扱いルール（事前相談／届出）

【届出／安全性審査】【事前相談】

安
全
性
審
査
に
該
当

届出に該当

食
品
安
全
委
員
会

消
費
者
庁

事前相談 回答

消費者庁

申請者
（ゲノム編集）

消
費
者
庁

申請者
（遺伝子組換え）

情
報
公
表
後
、
流
通
開
始
（上
市
）

事前相談／届出：
組換え体でないことを確認
安全性評価
オフターゲットの有無
義務でない

事前相談・届出が義務でない理由：従来育種の産物と同じ
⇒リスクは従来育種と同等。区別できないので規制できない。
⇒義務では無いが求める理由：消費者の不安への配慮

表示が義務化されない理由：区別がつかない。規制できない。



届出が行われているゲノム編集食品（２０２５年１１月１０日現在）

トマト
トウモロコシ
ジャガイモ

高小型塊茎数ジャ
ガイモ品種JA36



届出の公開情報の概要

① 品目・品種名及び概要（利用方法及び利用目的）

② 利用したゲノム編集技術及び遺伝子改変の概要
ゲノム編集の詳細 

③ ゲノム編集技術によるＤＮＡの変化がヒトの健康に悪影響を及ぼす新たなアレルゲンの産生及び既知の
毒性物質の増加を生じないことの確認
オフターゲット変異解析 
アレルゲン及び毒素の評価 
アレルゲン検索 
毒素検索 
グリコアルカロイド 

④ 特定の成分を増加・低減させるため代謝系に影響を及ぼす改変の有無    

データベース検索が多い。
遺伝子組換え食品の安全性評価と比べると大変ではない無いらしい



義務では無いが表示されている（GABA高蓄積トマトの場合）。

厚生労働省→消費者庁
サナテックシード→サナテックライフサイエンス



作物（生物）のゲノム（遺伝子）はダイナミックに変化してきた（している）。

ゲノム編集は狙ったゲノムの一部（遺伝子）に変異をいれることができる。

つまり、育種（品種改良）の大幅な時間短縮につながる。

一方、ゲノム編集産物の商業化（栽培、飼養）には、実質的には義務に近い安全性
評価が求められる。

同じく、表示も義務では無いが、強く求められる。

まとめ
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